
 

 

記者資料提供（2020 年 11 月 4 日） 
デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）大泉・安藤 
TEL｜078-325-2235 FAX｜078-325-2230 E-mail｜info@kiito.jp 

 

神戸市の都市戦略｢デザイン都市･神戸｣の拠点施設である「デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）」では、創造性
を育むさまざまな活動に取り組んでいます。 
この取り組みの⼀環として、次のとおりワークショップを行いますので、ぜひご参加ください。 

お問合せ｜デザイン・クリエイティブセンター神戸 広報担当 住所｜兵庫県神戸市中央区小野浜町 1-4 

開館時間｜9:00～21:00 入館料無料 休館日｜月曜日（祝日または振替休日の場合はその翌日） WEB｜https://kiito.jp/ 

 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
〈まちあるき×俳句〉のハイブリットな人気イベント第四弾！ 
 
「水枕ガバリ

・ ・ ・

と
・

寒い海がある」。戦中から神戸に暮らし、小説『神戸』を記した俳人・西東三鬼の句を元に名付けたイベント
「Gabarito KOBE」は、神戸に新たな視点をもたらしてくれる県外からの俳人ゲストと、ユニークな視点を持つ神戸在住の
ゲストを招き、神戸の街を巡りながら俳句を楽しむプログラムです。今回の舞台は、風情溢れるレトロな下町エリア、駒ヶ
林・新長田です。第四弾のゲストには、「ジャズ」と「本」をめぐるエッセイ=評論集『あなたの聴き方を変えるジャズ史』
などで知られる、広い視野と見識で人気の音楽評論家・村井康司氏と、神戸を舞台とした話題のエッセイ『神戸、書いてど
うなるのか』（ぴあ）、『旧グッゲンハイム邸物語』（同）などの企画・編集を行う編集者・和久田善彦氏を迎え、まちを歩き
ながら出会った風景を、「冬」の季語を用いて五・七・五の十七音に込めます。ふだん何気なく目にするまちの風景も、俳句
づくりの視点で見つめることで違った表情が見えてくることでしょう。この機会に、ぜひ俳句の世界に触れてみませんか？ 
 
開催概要 
Gabarito KOBE 
日時：2020 年 12 月 12 日（土） 13:00～19:00 ※雨天決行、荒天中止 
会場：〈集合場所〉若松公園 〈句会会場〉デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）3 階 301  
ゲスト：村井康司（俳人）、和久田善彦（編集者）  コーディネーター：酒井 匠 
定員：30 名（事前申込制、先着） 参加費：1,000 円 
申込み：2020 年 11 月 4 日（水）14:00 からウェブサイト（https://kiito.jp/）にて申込み受付開始。 
主催：デザイン・クリエイティブセンター神戸、酒印 
 

 「俳句」という視点で神戸の街を読み解く吟行句会イベント 

「Gabarito KOBE」第 4 弾開催！ 



 

 
 お問合せ｜デザイン・クリエイティブセンター神戸 広報担当 住所｜兵庫県神戸市中央区小野浜町 1-4 
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元町高架下の商店街や、神戸大橋を含むポー
トアイランドエリアなど、神戸市のさまざま
な風景を「俳句」で切り取る。 

吟行中は決められたエリア内であれば自由
行動が可能。場所の特徴だけでなく、通りか
かった人なども俳句のヒントになり得る。 

句会では詠み人を伏せて、良いと思った句の
評価をし合う。同じ景色を見ていた参加者ど
うしで盛り上がる場面もあった。 

 

ゲストプロフィール 

 

村井康司（俳人・音楽評論家・編集者） 
北海道函館生まれ。作家・小林恭二氏の句会で俳句をはじめる。1995 年、俳句同人誌『恒信風』を創刊、
編集人をつとめる。著書に『ページをめくるとジャズが聞こえる』（シンコーミュージック）など多数、
俳句関連の編著に『めくってびっくり俳句絵本』シリーズ（岩崎書店）など。『鏡』同人。 
 
和久田善彦（編集者） 
ぴあ株式会社関西支社で様々なムック、書籍、ウェブを制作。神戸を知る上で必読の三大最重要本＝安
田謙⼀『神戸、書いてどうなるのか』（ぴあ）、森本アリ『旧グッゲンハイム邸物語』（同）、平民金子『ご
ろごろ、神戸。』（同）を編集。塩屋在住。 
 

 

コーディネータープロフィール 

 
酒井 匠（イベントコーディネーター） 
東京生まれ、2016 年より神戸在住。『酒印』の屋号でイベント制作、編集等を行う。ウェブサイト『real 
local』にて、神戸のライブ・クラブイベントを紹介する「神戸音楽カレンダー」月刊連載中。中央区二
宮の商店街、店舗等で「寂しいけれどなんだか居心地のいいこの街で、聴きたい音楽がある」をテーマと
した音楽イベント「Ninomiya Music Lounge」や「二宮句会」を不定期開催中。俳句同人「傍点」所属。 

 

これまでの開催 

【第 1 弾】2018 年 7 月 28 日（土） ゲスト：北大路 翼（新宿歌舞伎町俳句⼀家「屍派」家元）、塚原 正也（山羊研究家） 

【第 2 弾】2019 年 2 月 23 日（土） ゲスト：榮 猿丸（俳人）、安田 謙⼀（ロック漫筆） 

【第 3 弾】2020 年 1 月 12 日（日） ゲスト：松本 てふこ（俳人）、Tsudio Studio（ミュージシャン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※吟行...短歌や俳句の題材を得るために、特定の場所に出かけて、景色などを見てまわること。 

※句会...皆が作った俳句を無記名で並べて、好きな句を選び合い、鑑賞する遊びのこと。 

※本プログラムでは俳句の指導は行っておりません。未経験の方には、事前に参考資料をお送りします。 

※新型コロナウィルス感染拡大防止・予防のため、イベントの内容が⼀部変更になる場合がございます。各種対応については、KIITO

ウェブサイトをご覧ください。 


